
 

 

新
しん

宮
ぐう

北
きた

小
しょう

学
がっ

校
こう

 図
と

書
しょ

館
かん

 令
れい

和
わ

３年
ねん

10月
がつ

 

今
こん

月
げつ

の読
どく

書
しょ

目
もく

標
ひょう

： 読
どく

書
しょ

感
かん

想
そう

画
が

を通
とお

してお話
はなし

の世
せ

界
かい

に親
した

しもう 

１０月
がつ

２７日
にち

（水
すい

）から全
ぜん

国
こ く

で読
ど く

書
し ょ

週
しゅう

間
かん

がはじまります。 

第
だい

７５回
かい

の今
こ

年
と し

の標
ひょう

語
ご

は、「最
さい

後
ご

の頁
ページ

を閉
と

じた 違
ちが

う私
わたし

がいた」です。 

 

新
しん

宮
ぐう

北
きた

小
しょう

学
がっ

校
こう

では、来
らい

月
げつ

、校
こう

内
ない

読
ど く

書
し ょ

週
しゅう

間
かん

「どんぐり週
しゅう

間
かん

」があります。 

そこで、どんぐり週
しゅう

間
かん

に先
さき

立
だ

って、１０月
がつ

２７日
にち

（水
すい

）から約
やく

一
いっ

か月
げつ

間
かん

は、とくべつに

本
ほん

の貸
か

し出
だ

し冊
さっ

数
すう

を３さつまでとします。 金
きん

曜
よう

日
び

以
い

外
がい

も毎
まい

日
にち

３さつまで借
か

りる

ことができます。 さあ、この秋
あき

どんな本
ほん

と出合
で あ

えるでしょうか？ 秋
あき

の夜
よ

長
なが

に 

ぴったりの、お気
き

に入
い

りの１冊
さつ

を見
み

つけられると良
よ

いですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図
と

書
し ょ

館
かん

の本
ほん

はみんなのものです。 自
じ

分
ぶん

だけではなく、お友
とも

達
だち

も読
よ

みます。 

読
よ

みたい本
ほん

が、やぶれていたり、よごれていたりしたら、がっかりしませんか？ 

本
ほん

だって、きっと長
なが

い間
あいだ

みんなに読
よ

んでもらいたいのではないでしょうか。 

だから、図
と

書
し ょ

館
かん

の本
ほん

を大
たい

切
せつ

にしてほしいのです。 

 

やぶれ、よごれ、落
ら く

書
が

きや書
か

きこみのある本
ほん

を見
み

かけたら、 

図
と

書
し ょ

館
かん

の先
せん

生
せい

におしえてください。 本
ほん

専
せん

用
よ う

の道
ど う

具
ぐ

を使
つか

ってしゅうりをします。 

 

もし、本
ほん

を読
よ

んでいて、「ページがとれちゃった（やぶれちゃった）！」 とか、  

「うっかりよごしちゃった！」 というときも、自
じ

分
ぶん

でしゅうりしないで、かえす 

ときに先
せん

生
せい

にしらせてくださいね。  

 

とくにセロテープをはると、かえって本
ほん

をいためてしまうので、 

セロテープは使
つか

わないでください。 

 

また、雨
あめ

の日
ひ

にもちはこぶときは、本
ほん

がぬれないよう、ビニールぶくろに 

入
い

れましょう。水
すい

筒
と う

は図
と

書
し ょ

バッグに入
い

れないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

がつ 

としょかんの本を 

たいせつにしよう 

来
らい

月
げつ

の校
こう

内
ない

読
どく

書
しょ

週
しゅう

間
かん

「どんぐり週
しゅう

間
かん

」予
よ

告
こ く

 

【期
き

間
かん

】 ２・４・６年生…11/ 4（木
も く

）～11/15（月
げつ

） 

１・３・５年生…11/16（火
か

）～11/25（木
も く

） 

 

お
楽た

の

し
み
に
！ 

●「本
ほん

となかよしビンゴ」 

●テレビ放
ほ う

送
そ う

 

●本のかしだし３さつ（～11/25 まで） 

 

秋
あ き

の七
な な

草
く さ

 は、日
に

本
ほん

の野
の

山
やま

で見
み

られる秋
あき

の代
だい

表
ひょう

的
てき

な草
くさ

花
ばな

です。 

はぎ、ききょう、すすき、なでしこ、くず、おみなえし、ふじばかま。 

『万
まん

葉
よう

集
しゅう

』
」

で山
やまの

上
うえの

憶
おく

良
ら

が詠
よ

んだ和
わ

歌
か

が由
ゆ

来
らい

とされています。 

春
はる

の七
なな

草
くさ

とちがい、食
た

べたりはしませんが、私
わたし

たちの目
め

を楽
たの

しませて 

くれます。 

 


